
令和年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
〇

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

二
六
111

一
一

警
備
業
の
要
件
に
関
す
る
規

則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

三
一
115
四
一

訓

令

〇
法

務

省

二

保
護
司
の
証
票
及
び
記
章
に

関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正

す
る
訓
令

一
〇

一

告

示

〇
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省

一

消
費
税
法
施
行
令
第
十
四
条

の
三
第
八
号
の
規
定
に
基
づ

き
内
閣
総
理
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
資
産

の
譲
渡
等
及
び
消
費
税
法
施

行
令
第
十
四
条
の
四
の
規
定

に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
及

び
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
身
体
障
害
者
用
物
品
及
び

そ
の
修
理
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

一
〇

一

〇
宮

内

庁

三

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
第
七
十

三
回
全
国
植
樹
祭
に
御
臨
場

に
な
る
件

一
五

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

二
一

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
告
事
項
に
変
更

が
あ
っ
た
公
告
国
際
テ
ロ
リ

ス
ト
を
公
告
す
る
件

八
特39

一

二
二

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
規

定
に
基
づ
き
、
道
路
交
通
の

管
理
に
関
す
る
技
術
開
発
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
公
益
法
人
を
指
定
す
る
等

の
件

一
九

二

二
三

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県

セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

公
益
財
団
法
人
新
潟
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か

ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

二
五

二

〇
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、
総
務
省

五

電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
八
105

一

〇
金

融

庁

四
三

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

二
二

一

四
四

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
二

一

四
五

電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
係

る
電
子
決
済
等
代
行
業
の
登

録
が
失
効
し
た
件

二
三

五

四
六

特
定
暗
号
資
産
関
連
店
頭
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
係
る
暗

号
資
産
リ
ス
ク
想
定
比
率
の

算
出
方
法
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
111

四
七

電
子
決
済
手
段
信
用
取
引
に

係
る
電
子
決
済
手
段
リ
ス
ク

想
定
比
率
の
算
出
方
法
を
定

め
る
件

二
六
111

四
八

暗
号
資
産
信
用
取
引
に
係
る

暗
号
資
産
リ
ス
ク
想
定
比
率

の
算
出
方
法
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
六
111

四
九

前
払
式
支
払
手
段
に
関
す
る

内
閣
府
令
第
五
条
の
二
第
二

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き

登
録
商
標
を
定
め
る
件

二
六
111

五
〇

金
融
商
品
取
引
業
者
の
市
場

リ
ス
ク
相
当
額
、
取
引
先
リ

ス
ク
相
当
額
及
び
基
礎
的
リ

ス
ク
相
当
額
の
算
出
の
基
準

等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
六
111

五
一

特
別
金
融
商
品
取
引
業
者
及

び
そ
の
子
法
人
等
の
保
有
す

る
資
産
等
に
照
ら
し
当
該
特

別
金
融
商
品
取
引
業
者
及
び

そ
の
子
法
人
等
の
自
己
資
本

の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
111

五
二

最
終
指
定
親
会
社
及
び
そ
の

子
法
人
等
の
保
有
す
る
資
産

等
に
照
ら
し
当
該
最
終
指
定

親
会
社
及
び
そ
の
子
法
人
等

の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況

が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
六
111

五
三

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
七

条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
最
終
指
定
親
会
社

が
当
該
最
終
指
定
親
会
社
及

び
そ
の
子
法
人
等
の
経
営
の

健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の

基
準
と
し
て
定
め
る
最
終
指

定
親
会
社
及
び
そ
の
子
法
人

等
の
経
営
の
健
全
性
の
う
ち

流
動
性
に
係
る
健
全
性
の
状

況
を
表
示
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
六
111

五
四

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
六
111

五
五

銀
行
法
第
五
十
二
条
の
二
十

五
の
規
定
に
基
づ
き
、
銀
行

持
株
会
社
が
銀
行
持
株
会
社

及
び
そ
の
子
会
社
の
保
有
す

る
資
産
等
に
照
ら
し
そ
れ
ら

の
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況

が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
111
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